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23 回日本歯科医学教育学会総会・学術大会，新潟，
2004 年 7 月 1 日，抄録集，61 頁，2004 年．

22）小林博昭，梶井友佳，福島伸一，木島　寛，田口　洋 :
ウサギ咽喉頭部の酸味刺激による嚥下誘発性の生後
発達について．第 46 回歯科基礎医学会学術大会な
らびに総会，広島，2004 年 9 月 23-25 日，歯基礎誌，

46(5)，160 頁，2004 年．
23）川岸恵理子，楯　泰昌，大島邦子，野村修一，大島

勇人 : 高齢ラット臼歯窩洞形成後の歯髄におけるス
トレスタンパク質 HSP-25 発現と抗原提示細胞の動
態について．第46回歯科基礎医学会学術大会・総会，
広島，2004 年 9 月 23-25 日，歯基礎誌，46(5)，403 頁， 
2004 年．

24）小林千里，福島伸一，田口　洋，野田　忠 : 復元学
校給食による咀嚼実験―副食の違いによる咀嚼への
影響―．第 22 回日本小児歯科学会北日本地方大会
および総会，札幌，2004 年 10 月 2 日，プログラム
および抄録集，26 頁，2004 年．

25）池田順行，星名秀行，今井信行，富沢美惠子，高木
律男 : 腫瘍を疑わせた小児の上顎骨慢性硬化性骨髄
炎の 2 例．第 16 回日本小児口腔外科学会総会 , 弘
前 ,2004 年 10 月 9 日， 抄録集， 44 頁，2004 年．

26）梶井友佳，福島伸一，木島　寛，小林博昭，田口　洋，
野田　忠 : 味覚・嚥下の発達とメカニズムの解明 . 第
20 回日本歯科医学会総会，横浜，2004 年 10 月
29-31 日，プログラム・事前抄録集，110 頁，2004 年．

27）小林千里，福島伸一，田口　洋，野田　忠 : 復元学
校給食による咀嚼実験．平成 16 年度新潟歯学会第
2 回例会，新潟，2004 年 11 月 13 日，プログラム，
30 頁，2004 年．

28）木島　寛，真貝富夫，田口　洋，野田　忠 : 咽頭刺
激による嚥下反射中枢機構における NMDA-NO 経
路の重要性．第 28 回日本嚥下医学会，浜松，2005
年 2 月 5 日，プログラム・抄録集，40 頁，2005 年．

29）小林博昭，木島　寛，梶井友佳，福島伸一，田口　洋，
真貝富夫:ウサギの嚥下誘発性の生後発達について．
第 28 回日本嚥下医学会，浜松，2005 年 2 月 5 日，
プログラム・抄録集，41 頁，2005 年．

30）福島伸一，真貝富夫，田口　洋，野田　忠 : ウサギ
嚥下時の咽頭食道接合部の内圧低下に関わる神経調
節機構．第 28 回日本嚥下医学会，浜松，2005 年 2
月 5 日，プログラム・抄録集，42 頁，2005 年．

【研究会発表】
１） 池田順行，星名秀行，今井信行，富沢美惠子，高木

律男 : 腫瘍を疑わせた小児の上顎骨慢性硬化性骨髄
炎の2例．第54回新潟口腔外科麻酔科集談会，新潟，
2004 年 6 月 3 日．

２）富沢美惠子，佐野富子，大久保総一郎 : ニフェジピ
ンによる歯肉増殖症．第 11 回小児高血圧研究会，
新潟，2004 年 8 月 21 日．

３）木下承子，田口　洋，野田　忠 : 歯の完全脱臼と予
防方法について―アンケートによる意識調査―．新
潟県小児保健研究会，新潟，2004 年 9 月 10 日．
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４）木島　寛，真貝富夫 : 嚥下反射の神経機構における
NMDA-NO 経路の関与．第 32 回自律神経生理研究
会，東京，2004 年 12 月 4 日．

【その他】
１）野田　忠 : 食べるの科学．平成 16 年度全学共通科

目「食べる I ―そのメカニズム―」，新潟，2004 年
4 月 9 日．

２）野田　忠 : おっぱいを飲む．平成 16 年度全学共通
科目「食べる I ―そのメカニズム―」，新潟，2004
年 4 月 16 日．

３）田口　洋 :「離乳」そして「食べる」．平成 16 年度
全学共通科目「食べる I ―そのメカニズム―」，新潟，
2004 年 6 月 4 日．

４）田口　洋 : 幼若歯外傷への対応．平成 16 年度歯科
臨床研修医セミナー，新潟，2004 年 7 月 21 日．

５）野田　忠 :「食べる I」まとめ．平成 16 年度全学
共通科目「食べる I ―そのメカニズム―」，新潟，
2004 年 7 月 23 日．

６）野田　忠 : 食べるの科学．平成 16 年度新潟大学模
擬授業「キミも新大生 !」，新潟，2004 年 8 月 8 日．

７）野田　忠 : 食べるの科学．平成 16 年度全学共通科
目「食べるⅡ―楽しく食べる―」，新潟，2004 年 10
月 1 日．

８）田口　洋 : 上手に「食べる」．平成 16 年度全学共通
科目「食べるⅡ―楽しく食べる―」，新潟，2004 年
10 月 8 日．

９）田口　洋 : 乳歯のむし歯の悪影響と予防．新潟大学
医歯学総合病院口蓋裂診療班母親教室，新潟，2004
年 10 月 12 日．

10）大島　邦子 : 自閉症患者の歯科治療．平成 16 年度
歯科臨床研修医セミナー，新潟，2004 年 10 月 13 日．

11）大島邦子 : 口腔の健康と「食べる」．平成 16 年度全
学共通科目「食べるⅡ―楽しく食べる―」，新潟，
2004 年 10 月 15 日． 

12）富沢美惠子 : 小児の口腔疾患の見方・考え方．平成
16 年度歯科臨床研修医セミナー，新潟，2004 年 10
月 27 日．

13）野田　忠，田口　洋 : 子どもの『食べる』―その成
育をみつめて―，新潟大学教養講義『食べる』公開
セミナー，新潟，2004 年 11 月 27 日．

14）野田　忠 : 食べるの科学．三条高校総合学習「大学
教授講話」，三条，2004 年 12 月 3 日．

15）野田　忠 :「食べるⅡ」まとめ．平成 16 年度全学共
通科目「食べるⅡ―楽しく食べる―」，新潟，2005
年 1 月 28 日．

16）野田　忠 : 子どもの『食べる』．新潟市立興野保育
園講演会，新潟，2005 年 2 月 10 日．

顎顔面放射線学分野

【論文】
１）Yamada K, Saito I, Hayashi T: Observation 

of three cases of temporomandibular joint 
osteoarthritis and mandibular morphology during 
adolescence using helical CT. J Oral Rehabil, 31(4): 
298-305, 2004.

２）Yamada K, Tsuruta A, Hanada K, Hayashi 
T : Morpho l ogy o f a r t i c l a r em inence i n 
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change. J Oral Rehabil, 31(5): 438-444, 2004.

３）Tsuruta A, Yamada K, Hanada K, Hosogai A, 
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Orofacial Pain, 18(2): 148-155, 2004

４）Tsuruta A, Yamada K, Hanada K, Koyama J, 
Hayashi T, Hosogai A, Kohno S: Comparison of 
condylar positions at intercuspal and reference 
positions in patients with condylar bone change. J 
Oral Rehabil, 31(7): 640-646, 2004

５）林 孝文，勝良剛詞，平 周三，新垣 晋，星名秀行 : 
頸部郭清術後に認められる内頸動脈に沿った紡錘
形結節状構造の画像所見 . 頭頸部癌，30(4): 630-634，
2004.

【講演・シンポジューム】
１）林 孝文 : 顎顔面領域の超音波診断 . 新潟大学歯学部

同窓会・総会学術講演会 , 新潟市（学内），2004 年
4 月 24 日 .

２） 林 孝文 : 顎顔面口腔領域の軟部組織の画像診断．平
成 16 年度新潟歯学会教授就任講演 , 新潟市（学内）, 
2004 年 7 月 10 日 .

３） 林 孝文 : 画像診断のトピックス．新潟大学歯学部同
窓会福島県支部学術講演会，福島市，2004 年 7 月
17 日 .

４）林 孝文 : 歯科臨床における画像診断の展開．新潟
大学歯学部同窓会群馬県支部学術講演会，伊香保町，
2004 年 9 月 11 日 .

５）林 孝文 . －新潟大学歯学部における PBL －．日本
歯科放射線学会教育委員会主催講演会・シンポジウ
ム「わが国の歯学教育における PBL の展開」，東京，
2005 年 3 月 5 日 .
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is an important factor for the mandibular bone 
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